
令和５年度 シルク博物館 連続講座
「生糸の貿易港・横浜 ～関東大震災からの百年～」

主 催：シルク博物館

会 場：シルクセンタービル地下１階 大会議室

時 間：各回とも１４：００～１６：００

（受付は３０分前から）

参加費：1,500円（全３回分）

対 象：成人（大人の方向けの内容です）

※連続講座のため、全３回すべてに

ご参加いただける場合のみお申込みください。

定 員：４０名（先着順・定員に達し次第受付終了）

申込方法：お電話にて事前申し込み

申込募集期間：令和5年１１月24日（金）～

※新型コロナウイルス感染症拡大の状況により、

                        内容に変更が生じる可能性があります。 （お問い合わせ・申込先）
シルク博物館
〒231-0023 横浜市中区山下町１番地
(TEL) ０４５－６４１－０８４１

今からちょうど100年前の1923年９月１日、関東はのちに関東大震災と呼ばれる未曾有の大震災

に襲われ、甚大な被害を受けました。

開港以来、日本における生糸の唯一の輸出港として発展を遂げていた横浜の港もまた壊滅的な状

況に陥り、一時貿易港としての機能を失い、生糸は神戸港からも輸出されるようになってゆきます。そん

な状況に強い危機感を抱き、横浜港の復興と復権を目指して尽力した人々によって、横浜は大震災を

契機に新たな港町として作り変えられてゆきました。

この講座では、関東大震災から100年を経た今年度、震災前後の横浜と蚕糸業の歴史を、ご専門の

講師をお招きし全３回にわたり深く考察し、理解を深める機会とします。

第１回 令和６年 １月１３日（土）

「関東大震災以前の横浜と生糸貿易・蚕糸業の歴史」

横浜開港資料館 館長 西川武臣氏

第２回 令和６年 ２月２４日（土）

「船と港から見た関東大震災」

横浜みなと博物館 学芸員 三木綾氏

第３回 令和６年 ３月９日（土）

「大横浜の時代 ～震災復興と生糸貿易の変容～」

大正大学文学部歴史学科 准教授 松本洋幸氏

シイベル・ヘグナー商会の被災状況（『The American Silk Jounal』
vol.42 No.11より） （当館蔵）

アンペラの船積み 昭和３３年頃

（旧横浜生糸検査所の写真より）
（当館蔵）
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